



















2. 情報通信技術のテーマ分析と LS 研
先進的な情報通信技術の活用を目指す富士通ユーザで構成されるLS研（Lead­
ing-edge System 研究会， 98年 8 月現在， 318会員）は， 1978年より 20年間，情
























これらを R. ノーランのステージ理論を参考に表すことにする。 6). 7) （図 2.
参照）
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それぞれの時代を， DP(Data Processing）時代， IT (Information Technology) 
時代， ON (Open Network）時代と呼ぶことにする。それぞれの時代の特徴を整




表 1 3 つの時代の企業情報化推進
D P 時代 I T時代







































4. D P 時代から IT 時代へのテーマ分析
本研究は，ノーランのステージ理論に立った図 l のモデ、ルを318の参加企業の
要請にもとづくテーマ分析により 検証することが課題となる。研究機関が，
図 l のモデルの D P 時代と I T時代の境界域である 1985 年を含んでいるため，
テーマ分析の結果がこの境界域を帰納的に検証しうるかが問題となる。
LS研分科会活動は各年度にテーマを参加企業より帰納し，参加メンバーによ









当初，情報処理部門をDP (Data Processing）部門と呼んで、いたが， 1985年前




を目指した部門変革の必要性を指摘している。 2) 91 年の「分社経営のあり方」
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4長
1980 1985 ；・・ ・ 1990 1995 
［製造） CAD/CAM : - CIM ご CALS 一一一＋
EC 一一一→［流通］ POS 
。円／ECR －一一一’
ヒ， 'JJ、ン［金融］
TOCSlfl血 ’K 3 次才シライン ずイレ 7 ト・



























































































- 112 (300) 
あった。このじ貞の｛米イJプログラムの 7 害リはCOBOLでありアセンプラ， PL/I,FORTRAN 
がそれぞれ約 I 割であった。 D P 部門の主要三語がCOBOLで、あること，これが，
85年以降，減少していくことも D P と I T時代を副ずることを示している。
1981年にはOAへの関心が急速に 1£6 まり， OAブームは 1985年あたりまで続く。
パソコンが利用部門を中心に急速に普及， 84年には導入済（ 1 台でも導入済と






た。 90年の調査で、はパソコンの l 社当たりの平均導入台数は，システム部門に
55台，利用部門に343台である。ホストコンビュータへの接続率も 7割近くに達
している。パソコン通信を導入している企業も 6割を超えている。これが， I 
Tl時代の企業の情報部門の標準モデルとも考えられる





できる o ~I ビジネス分野への UNIX適用は， 89年から 94年までテーマとして取り
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時はダウンサイジングが叫ばれ，ハード・コストの低減が注目され，分散シス
テムへの移行が，急速に進んだ。しかしその後，分散システムの運用コストの増
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ティングJ (97年），「統合パッケージ（ERP）」（97-98年）などである。
5. IT時代から O N時代への「 1 1 の傾向」の帰納的仮構
上記分析により， 85年を境にD P時代から I T時代への変化が， L S研の研
究テーマ（参加 318 社）の通時的分析より明らかになったと思われる。次に，














従来の「販売代理店J ではなく 「購買代理店J を標梼する商社も出ている。
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(1) 2 1 世紀の企業情報化推進モデル
(2) 役に立つ情報共有～ナレッジマネジメントの有効性～
('.) アウトソーシングの適用
(4) 効果的な E R P の導入
(fi) 提案型営業と S FA 
() プッシュ型情報配信サービスの適用
(7) 総合文書管埋システム（ EDMS ）の適用
(8) データウェアハウスの構築と活用
(9) CO RB Aの業務への適用
(10) コンポーネント指向技術による開発手法
(11）オブジェクト指向技術の適用
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